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様式6

課題と改善方策

課題と改善方策

○他者との適切な関係を構築する力の育成　○他者と共に自己実現を図っていく力の育成　○地域や社会等へ貢献する力の育成　○その他

【三中】「職業人の話を聞く会」「職場体験」(CS委員会からの支援)、「地
域学習」(観光協会、民間企業の支援)、「防災教室」(消防団からの支援)
等を実施した。職場体験、地域学習の成果報告会を実施したり、防災教
室で身に付けたスキルを地域防災訓練で活用するなどの発信を行っ
た。生徒の肯定的評価は86.3%である。
【五小】６年の体育・英語、中１英語・理科に計画通り実施した。児童の
「英語を話してみたいと思う」という意欲も高い（83%）
【高山】英語に対する児童の意欲は８５％が肯定的。高学年保護者の７
７％が肯定的である。CSのクリスマス英語交流会等ＣＳの協働も一層進
めたい。

次の観点から改善を図る

１．学園全体で「社会に開かれた教育課程」を作成し、カリキュラム・マネジ
メント機能を向上させながら、「人間力」「社会力」の育成を目指す。

２．小・中9年間の英語カリキュラムを平成29年度中で作成し、30年度実施
とする。

３．ＣＳと協働し、英語が使える実感を味わえる体験プログラムを実施する。

（２）　学校運営について

○小・中一貫教育校の学園組織の活性化　○小・中一貫教育校の教員間、学校間の交流の円滑化　○小・中一貫教育校の校務、会議の効率化　○その他

成果

平成28年度  三鷹の森学園の評価・検証　結果報告

検証項目

・個性を発揮し、自己有用感を育て、自己実現を図る意欲を育てるようキャリア・アントレプレナーシップ教育、オリ・パラ教育等の一層の充実を図る。

・9年間の三鷹の森学園での学習・諸活動を通して地域に生きるよさや手ごたえを感じ、将来地域に貢献する資質を養う。
・三鷹の森学園での9年間を通して、集団や社会において個性を発揮し他のために働き、個性を発揮するよさを身に付け、希望に向けて意欲的に生きる態度を育て
る。
・各学校のキャリア・アントレプレナーシップ教育、児童・生徒のボランティア活動を推進することで、児童・生徒と地域との結びつきを強める。
・オリンピック・パラリンピック教育（以降、オリ・パラ教育）を推進する。

検証項目

・三鷹の森学園の特色の明確化・焦点化を図り学園運営に当たる。また、2～３年間の中期的な視座から目標設定を行う。

（１）　人間力・社会力の育成

目標

取組

成果
【三中】生徒とともにボランティア等の活動に参加した教員は７２%である。
また、ボランティアに参加した教員の88%は今後も参加したいと回答して
おり、こうした活動に対して意欲的である。こうしたボランティア活動、地
域活動については年間の見通しが立たないと参加が難しいため、次年
度は年度当初に参加計画を策定できるようにしたい。
【五小】伝達や簡単な回答にはＰＣを使い、検討は会議で行った。教員
の目標達成88%。人財育成と組織の活性化の視点で、各会議の扱う内
容を工夫したい。
【高山】・生活指導主任が連携し、各学校の生活指導の状況を校務支援
システムに掲示した。学園全教員で児童・生徒の生活の状況が共有でき
ている。

次の観点から改善を図る

１．学園全体で「社会に開かれた教育課程」を編成し、ＣＳ委員会はもとよ
り家庭、地域と連携・協働する機会の充実を図る。

２．コミュティ・スクールの強み、小・中一貫教育の効果の検証方法を考察
する

３．「学園サポーター」を募集し、小・中を超えた人財バンクを作成し、これ
を活用するシステムをつくる

目標

取組

・学園管理職会、学園役員会を充実させ、課題解決策を話し合うと同時に、中期的な視座から新しい目標設定を図る。
・ＣＳ委員会の活動情報を全職員が共有できるようなシステムをつくり、教員の参画意識をさらに向上させ、「コミュニティ・スクール」のよさが実感できる一体感のあ
る学園にする。
・学園コーディネーターの役割を重視し、学園の教育活動の調整と活性化を図る。
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課 題 と 改 善 方 策

学
力

健
全

課 題 と 改 善 方 策

学 力 学 力

健 全 育 成 健 全 育 成

成 果

【 三 中 】 ６ 月 に は 小 学 校 の 児 童 会 と の 交 流 で い じ め を テ ー マ と し た 熟 議
を 、 生 徒 会 役 員 の リ ー ド で 実 施 。 ９ 月 ま で に は 生 徒 会 役 員 主 導 に よ る 協
議 の 成 果 と し て Ｓ Ｎ Ｓ 学 校 ル ー ル を 策 定 し た 。 生 徒 会 役 員 の 満 足 度 は 高
く 、 改 選 後 の 新 役 員 会 も 校 内 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 推 進 な ど 主 体 的 な 取 り
組 み を 進 め て い る 。
【 五 小 】 講 話 、 授 業 研 究 会 （ ３ 校 ） を 実 施 し 、 道 徳 に つ い て 研 鑽 を 進 め た 。
結 果 、 「 考 え 、 議 論 す る 道 徳 」 の 評 価 に つ い て 学 ぶ こ と が で き た 。 さ ら に
実 践 を 積 み 重 ね 、 質 の 高 い 多 様 な 指 導 方 法 を 展 開 し て い く 。
【 高 山 】 ・ 児 童 の 学 習 に 対 す る 意 欲 は ９ ０ ％ が 肯 定 的 で あ る 。 保 護 者 の ８
０ ％ 以 上 が 学 校 が ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ に 取 り 組 む こ と に 肯 定 的 で あ る 。

次 の 観 点 か ら 改 善 を 図 る

１ ． 新 学 習 指 導 要 領 に つ い て の 教 員 研 修 の 推 進

２ ． 新 学 習 指 導 要 領 の 趣 旨 ・ 内 容 な ど に 関 す る 保 護 者 へ の 情 報 発 信 の 充
実

３ ． 小 学 校 児 童 会 、 中 学 校 生 徒 会 の 一 層 の 協 働 活 動 の 実 施

・ い じ め の 防 止 に 向 け て 、 い じ め 防 止 対 策 の 改 善 を 図 る 。
・ 校 内 組 織 の 教 育 相 談 的 対 応 力 を 向 上 す る た め に 、 養 護 教 諭 や ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 、 諸 機 関 と の 連 携 、 3 校 間 の 情 報 共 有 を 図 る 。
・ 地 域 へ の 帰 属 意 識 を 高 め る た め に 学 園 の 実 態 に 合 っ た 取 り 組 み を 工 夫 す る と と も に 、 自 他 の 生 命 や 生 活 を 思 い や る 心 や 規 範 意 識 を 育 て る 。

検 証 項 目

・ 次 期 学 習 指 導 要 領 の 方 向 性 を 踏 ま え た 資 質 ・ 能 力 の 育 成 と そ の 指 導 法 に 関 す る 研 究 を 進 め る 。

・ 小 ・ 中 学 校 が 共 通 の 指 導 観 と 発 達 段 階 に 応 じ た ア ク テ ィ ブ ・ ラ ー ニ ン グ が 実 践 さ れ る よ う 学 園 研 究 の 充 実 に 努 め る 。
学 園 研 究 を 中 核 に 「 考 え 、 論 議 す る 道 徳 」 の 授 業 を 究 明 す る 。
・ 家 庭 学 習 時 間 の 意 義 や 行 動 目 標 を C S 委 員 会 と 共 同 で 作 成 し 、 家 庭 へ の 啓 発 活 動 を 推 進 す る 。
・ 生 活 指 導 に 関 す る 諸 課 題 に つ い て 適 宜 情 報 交 換 し 、 一 貫 教 育 校 と し て の 継 続 指 導 を 実 践 す る 。

検 証 項 目

・ 基 礎 基 本 の 定 着 、 思 考 力 ・ 表 現 力 ・ 判 断 力 の 育 成 ・ 向 上 を 適 宜 評 価 し 、 9 年 間 の 発 達 段 階 に 応 じ て 授 業 の ア ク テ ィ ブ 化 を 図 る 。

・ い じ め 、 不 登 校 、 問 題 行 動 等 に 迅 速 ・ 適 切 に 対 応 で き る よ う 教 育 相 談 機 能 の 向 上 を 図 る 。

取 組

目 標

取 組

学
力

【 三 中 】 行 事 実 行 委 員 会 や 班 長 会 の 組 織 は 全 学 年 で 行 わ れ た 。 特 に 運
動 会 や 合 唱 コ ン ク ー ル の 実 行 委 員 会 は 実 施 ま で の 取 り 組 み に つ い て 発
信 し た り 、 実 施 後 の 成 果 に つ い て 生 徒 が プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た り し
て い る 。 生 徒 自 身 の 自 己 評 価 も 高 い 。 次 年 度 以 降 も 継 続 す る 。
【 五 小 】 日 常 も ６ 年 生 や 代 表 委 員 を 中 心 に 挨 拶 の 取 組 を 継 続 す る こ と が
で き た 。 児 童 も 「 自 分 か ら す す ん で あ い さ つ を し て い る 」 と い う 項 目 に 8 9 %
が 肯 定 的 で あ る 。
【 高 山 】 い じ め の 認 知 ・ 発 見 件 数 は 昨 年 度 よ り 増 え て お り 、 い じ め の 解 消
へ の 取 組 を 着 実 に 実 施 し て い る 。

次 の 観 点 か ら 改 善 を 図 る

１ ． 「 人 間 関 係 形 成 」 「 社 会 参 画 」 「 自 己 実 現 」 を 児 童 ・ 生 徒 会 活 動 を さ ら に
活 性 化 を 図 る

２ ． 障 が い の あ る 子 供 、 海 外 か ら 帰 国 し た 子 供 、 不 登 校 の 子 供 な ど 特 別 な
配 慮 を 必 要 と す る 子 供 へ の 指 導 の 充 実 を 図 る

３ ． 指 導 に あ た り 家 庭 や 関 連 諸 機 関 、 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 場 面 の 明 確 化 を
図 る

（ ４ ） 　 児 童 ・ 生 徒 の 学 力 ・ 健 全 育 成
○ 　 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 意 欲 　 　 　 　 　 　 ○ 　 各 学 年 で の 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 内 容 の 定 着 状 況 （ 習 得 、 活 用 、 探 究 ）
○ 　 小 学 校 と 中 学 校 の 評 価 の 一 貫 性 　 　 ○ 　 不 登 校 、 学 校 不 適 応 等 に 関 わ る 児 童 ・ 生 徒 の 指 導 ・ 支 援

【 三 中 】 校 内 研 修 会 に お い て 模 擬 授 業 を 実 施 し て 具 体 的 な 報 告 ・ 協 議 を
行 っ た が 、 十 分 な 取 り 組 み に は 至 っ て い な い た め 次 年 度 に 継 続 す る 。 な
お 、 主 体 的 ・ 対 話 的 な 学 習 を 通 し て 理 解 を 深 め る 授 業 に つ い て は 7 7 . 6 %
の 生 徒 が 「 行 わ れ て い る 」 と 回 答 し て い る 。
【 五 小 】 毎 学 期 診 断 プ リ ン ト を 実 施 し 結 果 を 補 習 に 生 か し た 。 Ｃ B D 診 断 平
均 正 答 率 は ５ 年 １ 学 期 か ら ６ 年 2 学 期 に 6 . 6 % 向 上 。 児 童 は 「 学 校 で 勉 強
す る こ と は 楽 し い 」 は 8 7 % と 学 ぶ こ と に 意 欲 的 で あ る 。
【 高 山 】 木 曜 日 に ７ 校 時 を 設 定 ・ 実 施 し て ２ 年 目 と な る が 、 教 員 の ８ ０ ％ は
肯 定 的 。 保 護 者 （ 高 学 年 ） も ８ ０ ％ 以 上 が 肯 定 的 と な り 、 目 的 と 成 果 が 伝
わ っ て き た 。 全 体 の 肯 定 的 評 価 も ５ ６ ％ （ ２ ７ 年 度 ） か ら ７ ７ ％ （ ２ ８ 年 度 ） に
向 上 し た 。

次 の 観 点 か ら 改 善 を 図 る
１ ． 言 語 能 力 、 情 報 処 理 能 力 、 問 題 発 見 ・ 解 決 能 力 等 の 基 礎 と な る 資 質 ・
能 力 の 育 成 を 図 る

２ ． 各 教 科 の 特 性 を 生 か し た 言 語 活 動 、 体 験 活 動 や Ｉ Ｃ Ｔ 等 を 活 用 し た 学
習 の 充 実 を 図 る 。

３ ． 学 習 活 動 を 実 施 に あ た り 家 庭 や 地 域 と の 連 携 ・ 協 働 場 面 の 明 確 化 を 図
る

成 果

健
全

・ 小 学 校 で は 、 第 4 学 年 ま で の 国 語 、 算 数 の 基 礎 基 本 の 確 実 な 定 着 （ 完 全 習 得 率 9 0 ％ ） を 目 標 値 と す る 。
・ 中 学 校 で は 、 第 1 学 年 で は 、 小 学 校 5 学 年 ま で の 漢 字 習 得 、 数 学 は 文 字 式 と 方 程 式 の 計 算 を 9 0 ％ を 目 標 と す る 。 中 学 校 2 学 年 で は 、 英 語 の 時 制 の 違 い を 正
確 に 表 現 す る こ と を 9 0 ％ を 目 標 と す る 。
・ 全 教 科 の 指 導 で 言 語 活 動 を 有 効 に 取 り 入 れ 、 児 童 ・ 生 徒 が 主 体 的 に 考 え 、 表 現 す る 能 力 の 向 上 を 図 る 。

目 標

（ ３ ） 　 小 ・ 中 一 貫 教 育 校 と し て の 教 育 活 動
○ 小 ・ 中 学 校 間 相 互 乗 り 入 れ 授 業 　 ○ 小 学 校 相 互 、 小 ・ 中 学 校 間 の 児 童 ・ 生 徒 の 交 流 活 動 　 ○ 小 ・ 中 学 校 教 員 の 合 同 授 業 研 究 等 の 学 園 研 究 会
○ キ ャ リ ア 教 育 及 び そ れ に 基 づ く 小 ・ 中 の 系 統 性 と 連 続 性 を 明 確 に し た 授 業 実 践 、 授 業 改 善 の 状 況   ○ そ の 他
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課題と改善方策

目標

（５）コミュニティ・スクールの運営

・新学習指導要領への対応が学園全体で高い意識をもって一斉に実施できていること

・学力の向上においては、小・小の指導方法の一体的な研究、小・中の発達段階を踏まえた連続的な指導の成果が出ていること

・ＣＳ委員の全員（100％）が学園・学校の教育課程編成にＣＳ委員の意見が生かされていると感じていること（教育委員会調査結果より）

２　今年度に明らかになった課題のうち、特に次年度の重点とすること

取組

成果

【三中】ページの訪問者数は昨年度の680名に対して今年度は710名で
前年比４ポイント増であった(10月末)。時期に応じた情報提供の機能は
果たしているが、生徒や保護者の不安や疑問に対応するなど、単なる情
報提供から一歩踏み込んだアドバイス機能については不十分であった
ため、次年度の重点とする。
【五小】五小だより９月号から児童の取組について記事を掲載した。結
果、ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞに関する質問項目において保護者からは「６つの
『学びのｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ』の普及に努めている」で59%の肯定的評価を得た。
【高山】・保護者の「三位一体アクティブラーニングが目指す学びのスタ
ンダード」の認知度・肯定感は６０％である。これは前年度より２０％アッ
プしている。ＣＳによるリーフレット作成、評価部評価号の発信などの成
果によるところが大きい。

次の観点から改善を図る

１．三鷹の森学園の「教育目標」の改訂（見直し・捉え直し）を行う。

２．改訂学園教育目標を効果的に発信し、さらに三鷹の森学園の存在価
値を高める

３．やりがいのあるＣＳ委員会づくり

○　コミュニティ・スクール委員会の組織・運営　　　○　保護者、地域住民の学校運営への参画の状況

○　学校と保護者、地域住民との連携・交流　　　　　○　その他

平成28年度  三鷹の森学園の評価・検証結果のまとめ

１　「小中一貫教育」及び「コミュニティ・スクール」の取組において特によい成果が得られたこと

・小中一貫英語カリキュラムの作成と実施準備

・教育活動支援者（「学園サポーター」仮称）の学園単位での整理と活用方法など全般的な運用方法の見直し

３　「２」の重点課題を解決するための改善策

・市教育委員会によるカリキュラム作成委員会と並行した学園研修の計画・進行

・ＣＳ委員会（地域・サポート部）において年間テーマとして取り組む。サポーター登録から学校への派遣が可能となるよう30年度内には完全実施を目指す。

（１）から
（５）の検証
結果を踏まえ

て

検証項目

・地域の人口増も踏まえて、新たなステージの三鷹の森学園の役割やその魅力を構想する。

・「三鷹の森学園小中一貫・三位一体アクティブラーニング」を活用し、家庭・地域への「6つの学習習慣」の定着にむけた取り組み周知する。
・開園10周年を新たなスタートとできるよう新時代の学園構想を論議する。
・保護者・地域により存在感のあるＣＳ委員会にするために、3部会の活動をさらに工夫改善する。
・「広報部」は、広報誌の内容・デザインの刷新、発信方法の検討。「地域・サポート部」は、地域音楽祭の開催に向けての企画・準備。「評価部」は、「チェック」＋
「プラン」までの役割を担う。

 

 

 

 


